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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

料

内

所 時

対

問

問

問問 期

スズメバチ
駆除費

補助金 HP

狂犬病予防
注射 HP

水道料金・下水道使用料が
スマホ決済で納付できるようになります。

令和６年４月より、スマホ決済アプリを利用し、納付書に印字されたバーコード
を読みとることで、24時間いつでも納付できるようになります。
※お支払いはポイント還元の対象外です。

令和６年４月の口座振替分より水道料金の口座振替に伴う割引を終了いたします。
ご理解の程どうぞよろしくお願いいたします。※口座振替は引き続きご利用いただけます。

●お問合せ　上下水道お客様センター（☎内線２２１０・２２１３）

ＰａｙＰａｙ請求書払い ＬＩＮＥ Ｐａｙ請求書支払い ＰａｙＢ

対応アプリ
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人
権
標
語
　
●
や
さ
し
さ
が
　
笑
顔
を
つ
く
る
　
た
ね
に
な
る
　（
高
田
小
）　
　
　
●
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
も
う
一
度
　（
大
分
小
）

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

対

対

対対

時

時

時

内

持

持

持

期

期

申

申

問

問

問

問

問 問

所

所時所

飯塚市
HP



19 IIZUKA 2024.3 No.216

飯塚市役 所ホームページ（HP）　ht tps : //w w w.c i t y. i i zuka . l g .jp/ 飯塚市公式 LINE

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

問

問

問

問

問

料

料

料
対

対

対

対

対

対

時定

定

定定

持

内

内

期

期期期

期期 期

申

申申

申申

問所

所

所

教室名

高齢者筋力
アップ教室

（運動強度：弱～中）

音楽サロン

脳元気教室

会場
二瀬交流センター
鎮西交流センター
二瀬交流センター
穂波福祉総合センター
立岩交流センター
菰田交流センター
筑穂ふれあい交流センター
イイヅカコミュニティセンター

回数
12回
12回
12回
12回
６回
６回
６回
８回

開催時期
４月23日火～
４月24日水～
４月25日木～
４月26日金～
４月22日月～
４月23日火～
４月24日水～
４月24日水～

時間
10時～11時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半
14時～15時半
14時～15時半
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 
３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※
令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

対

対

対 所

所

所 所

時

時

時

時

定

定持

定

定

定

内

内

所 時内

内

内

申

申 申

申

問

問問

申
問

申問

期

期

料料

料

料

料

会場

ゆめタウン飯塚
２階ゆめホール

二瀬交流センター

幸袋交流センター

開催日

5日火

7日木

時間

10時半 -12時半

14時 -16時

10時 -12時

14時 -16時

会場

庄内交流センター

ゆめタウン飯塚
２階ゆめホール

開催日

11日月

15日金

時間

14時 -16時

10時半 -12時半

14時 -16時
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【手話コーナー】
「手話・言語・条例」
「手話」は、動きの
ある言語です。その
動きを伝えるために、
動画にまとめていま
すのでご覧ください。 両手人差し指を胸の前で

前後に回すしぐさ

手話

右手をまっすぐに立て、
人差し指を顎に軽く当てる

言語

左手甲に右手親指と人差し指で
作った輪を当て、下に下げるしぐさ

条例

飯塚市役 所ホームページ（HP）　ht tps : //w w w.c i t y. i i zuka . l g .jp/ 飯塚市公式 LINE

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

所所

所

時

時時

時 定定

内内

内

内

内内期 申申

問

問

問問

労働基準
監督署
一覧

石綿による
疾病の労災
認定基準

石綿健康被害
救済制度・労
災補償制度の

ご案内
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ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度
障
が

い
者
医
療
証
案
内
文
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ

　
と
り
親
家
庭
等
医
療
、
重
度
障
が

　
い
者
医
療
の
対
象
児
童

●
送
付
時
期
　
３
月
中
旬

※

重
度
障
が
い
者
医
療
に
該
当
す
る

　
場
合
は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
の

　
で
、
対
象
者
に
は
案
内
文
を
送
付

　
し
ま
す
。

　
医
療
保
険
課（
☎
内
線
１
０
３
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル（
舗
装
の
穴

ぼ
こ
）
情
報
提
供
の
お
願
い

　
市
道
の
点
検・
補
修
は
日
ご
ろ
か

ら
気
を
付
け
て
い
ま
す
が
、
道
路
を

通
行
中
に
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
り

そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を
見
つ
け
た

場
合
は
電
話
ま
た
は
飯
塚
市
公
式

L
I
N
E
の「
通
報
機
能
」
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
補
助
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
駆
除

　
し
た
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
の
一
部

　
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

　
３
月
31
日
日

※

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

　
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

要
件
な
ど
は
、
お
問
合
せ
ま
た
は

　
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
２
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
実
施

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
月・
９
日
火・

　
12
日
金・
16
日
火・
18
日
木・

　
21
日
日・
22
日
月

　
市
内
各
公
民
館
な
ど

※

日
程
表
は
本
庁・
各
支
所
で
の
配

　
布
の
ほ
か
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

※

注
射
会
場
以
外
の
場
所
に
は
車
を

　
停
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

市
内
の
飼
い
犬
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

　
の
会
場
で
も
接
種
可
能
で
す
。
ま

　
た
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
動
物
病

　
院
で
も
接
種
可
能
で
す
。
動
物
病

　
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

　
い
方
は
、
集
合
注
射
会
場
で
注
射

　
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
犬
の
登
録
／
３
０
０
０
円

　
犬
の
注
射
／
３
１
５
０
円

　
環
境
整
備
課

　（
☎
内
線
１
６
５
２・
１
６
５
４
）

　
各
支
所
市
民
窓
口
課

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金（
7
万
円
）」
の
申

請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
３
月

８
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
等
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０
、

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族・
納
税
管
理
人
、　

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

　
４
月
１
日
月
〜
５
月
31
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

　
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※

帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
６

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

　
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
る
も
の

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ

　
　 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　（
☎
内
線
１
０
５
２
〜
１
０
５
６
）

※

帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

入
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
令
和
６
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

　（
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
お
よ
び

　
中
学
校
入
学
予
定
者
（
平
成
23
年

　
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
）

※

世
帯
主
宛
に
入
学
通
知
書
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。
入
学
通
知
書
を
受

　
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
入
学
式

　
小
学
校
／
４
月
11
日
木

　
中
学
校
／
４
月
10
日
水

※

開
式
や
受
付
時
間
な
ど
は
各
学
校

　
へ
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
課（
内
線
１
６
２
４
）

令
和
６
年
度
就
学
援
助
の
受
付

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
用
品
や
給

　
食
費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
と
認

　
め
ら
れ
る
国
県
市
立
小・
中
学
校

　
の
児
童・
生
徒
の
保
護
者

※

令
和
５
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い

　
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
個
人
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

　
お
よ
び
顔
写
真
付
証
明
書（
国
県

　
立
の
み
通
帳
）

　
４
月
30
日
火
ま
で

　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
１
６
１
５
）

※

書
類
は
市
立
小・
中
学
校
、
ま
た
は

　
教
育
総
務
課
に
備
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

令
和
６
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

申
請
の
受
付

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を

助
成
し
ま
す
。

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
の
重

　
度
障
が
い
者・
障
が
い
児
で
、
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級

　
②
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
機
能
障
が

　
い
の
単
独
等
級
に
よ
る
２
級

　
③
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　
④
療
育
手
帳
Ａ

　
⑤
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
判
定
は
、

　
申
請
が
４
〜
６
月
は
前
年
度
、
７

　
〜
３
月
は
当
該
年
度
の
課
税
状
況

　
を
基
準
と
し
ま
す
。

※

施
設・
病
院
な
ど
に
入
所・
入
院

　
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
手
帳
、
印
か
ん

　
３
月
25
日
月
開
始

※

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
１

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
ま
た
は
、
各
支
所
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
１
月
１
日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
西
谷
と
も
子
さ
ん

　
　
　
　
　（
再
任
　
穂
波
地
区
）

●
任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
12
月
31
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
す
る
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権・
同
和
政
策
課

　（
☎
内
線
１
４
２
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
月

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

　
４
月
２
日
火

　
10
時
〜
正
午
、
13
時
〜
15
時
半

　
飯
塚
市
役
所
本
庁

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　
／
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

　（
☎
内
線
１
１
５
４

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

福
祉
事
業
へ
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
２
月
５
日
に
一
般
社
団

法
人
ひ
じ
り
会
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う
様
と
社
会
福
祉
法
人
筑

穂
福
祉
会
セ
ル
プ
ち
く
ほ
様
か
ら
廃

棄
防
火
服
防
災
袋
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
保
育
課（
☎
内
線
１
０
４
５

　
FAX
０
９
４
８・
21・
９
５
０
８
）

地
域
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
へ
の

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
６
年
１
月
10
日
に
、
近
畿
大

学
産
業
理
工
学
部
同
窓
会
様
か
ら
１

万
６
千
８
百
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

募
　
集

陶
芸
教
室
受
講
生
募
集
　

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
居
住

　
者
で
、
当
事
業
の
受
講
年
数
が
10

　
年
に
満
た
な
い
人

　
　 

４
月
〜
令
和
７
年
３
月

●
Ａ
班

　
第
２・
４
水
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
４
８
０
０
円

●
Ｂ
班

　
第
３
木
曜
日
10
時
〜
16
時

　
月
２
４
０
０
円

●
Ｃ
班

　
第
２
火
曜
日
10
時
〜
12
時
半

　
月
１
２
０
０
円

　
シ
ル
バ
ー
陶
芸
教
室（
伊
川
）

　
陶
芸
の
制
作・
学
習

　
各
班
18
人

　
３
月
19
日
火
ま
で

　
　 

高
齢
介
護
課

　（
☎
内
線
１
１
４
６
）

※

窓
口
で
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て

　
い
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
募
集

　
20
歳
以
上
の
方（
学
生
可
）

　
統
計
調
査
員
と
は
、
国
が
実
施
す

　
る
各
種
統
計
調
査
の
調
査
対
象

　（
世
帯・
事
業
所・
企
業
）
を
訪
問

　
し
て
、
調
査
内
容
を
説
明
し
、
調

　
査
票
を
配
布・
回
収
等
し
て
い
た

　
だ
く
方
で
す
。

　
調
査
実
施
期
間
中
は
、
非
常
勤
の

　
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
調
査
活
動

　
中
に
万
が
一
事
故
に
あ
い
怪
我
を

　
し
た
場
合
、
公
務
災
害
と
し
て
補

　
償
さ
れ
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
　
全
国
家
計
構
造
調

　
査・
農
林
業
セ
ン
サ
ス

●
令
和
７
年
度
　
国
勢
調
査

※

調
査
期
間
は
約
２
〜
３
か
月

※

報
酬
は
お
お
む
ね
３
〜
５
万

　
総
務
課（
☎
内
線
１
３
１
２
）

シ
ル
バ
ー
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
、
60
歳
以
上

　
の
人

　
相
田
農
園（
相
田
８
０
５―

１
）

　
秋
松
農
園（
秋
松
１
４
０
）

　
相
田
農
園
10
人（
先
着
）

　
秋
松
農
園
１
人（
先
着
）

　
年
間
額 

　
相
田
農
園
　
１
０
７
０
円
程
度

　
秋
松
農
園
　
７
７
０
円
程
度

　
３
月
15
日
金
ま
で

　
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

ス
ト
ー
マ
装
具（
消
化
器
系・
尿
路

系
）、
紙
お
む
つ
の
更
新
受
付
開
始

　
ス
ト
ー
マ
装
具
＝
直
腸・
ぼ
う
こ

　
う
機
能
障
が
い
者・
障
が
い
児
で

　
あ
っ
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
て
い

　
る
方
、
紙
お
む
つ
＝
脳
原
性
運
動

　
機
能
障
が
い
に
よ
り
、
排
尿・
排

　
便
の
意
思
表
示
が
困
難
な
方
な
ど

　（
３
歳
以
上
）

※

新
規
申
請
の
場
合
は
、
支
給
要
件

　
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
印
か
ん
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　
カ
ー
ド

　
４
月
19
日
金
ま
で

　
本
庁 

社
会・
障
が
い
者
福
祉
課
ま

　
た
は
各
支
所 

市
民
窓
口
課

　
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

　（
☎
内
線
１
１
５
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
汚
水
処
理
構
想
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す

●
閲
覧
場
所
　
下
水
道
課（
穂
波
庁

　
舎
２
階
）、
環
境
整
備
課（
本
庁
舎

　
６
階
）※

市
Ｈ
Ｐ
で
も
閲
覧
可

　
３
月
11
日
月
〜
22
日
金

　
下
水
道
課（
☎
内
線
２
２
４
３

　
　
FAX
０
９
４
８・
29・
８
７
７
２
）

叞ؙ gesui@
city.iizuka.lg.jp

※

同
課
に
備
付
け
の
用
紙
に
記
入

　
し
、
各
窓
口
に
持
参
、
郵
送
、Ｆ

　
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

　
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※

全
回
参
加
が
可
能
な
人

　
各
教
室
25
〜
30
人
程
度

　
３
月
５
日
火
〜
15
日
金

　
高
齢
介
護
課 （
☎
内
線
１
１
４
１
）

※

初
参
加
、
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

　
の
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
編

受
講
生
募
集

　
原
則
と
し
て
期
間
を
通
し
て
受
講

　
で
き
、
講
座
修
了
後
、
手
話
の
会

　
な
ど
で
手
話
奉
仕
員
活
動
の
で
き

　
る
人

　
４
月
11
日
〜
８
月
29
日
ま
で
の

　
間
、
木
曜
日
の
19
時
〜
20
時
50
分

　
の
全
20
回

　
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
25
人（
市
内
在
住
者
又
は
市
内
通

　
勤・
通
学
者
に
限
る
。）

　
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代・

　
保
険
料
と
し
て
３
６
５
０
円
必
要

　
３
月
29
日
金
ま
で

※

開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　 

飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

　（
☎
０
９
４
８・
23・
２
２
１
０

　
　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
生
徒
募
集

【
陶
芸
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
２
木

　
曜
日（
計
10
回
）
10
時
〜
正
午
　

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

　
先
着
10
人

【
初
心
者
の
た
め
の
生
花
教
室
】

　
４
月
〜
令
和
７
年
３
月
の
第
１
水

　
曜
日（
計
12
回
）
13
時
半
〜
15
時

※

初
回
は
４
月
17
日
水

※

一
部
変
更
あ
り

　
１
回
　
５
０
０
円(

材
料
費)

　
先
着
10
人

【
各
教
室
共
通
事
項
】

　
市
内
居
住
者
ま
た
は
在
職
者

　
３
月
４
日
月
〜

　
　 

立
岩
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
４
８・
23・
７
０
９
４
）

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
お
誘
い

　
高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、

地
域
の
幸
せ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
自
主
運
営
の
団
体
で

す
。

　
60
歳
以
上
の
人

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

　
環
境
美
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
活
動

　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
飯
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

　
局（
高
齢
介
護
課
内
）

　（
☎
内
線
１
１
４
５
）

第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本
計
画

【
改
訂
版
】（
素
案
）
に
関
す
る
市
民

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
窓
口
課
、
中

　
央
公
民
館
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
３
月
12
日
火
ま
で

　
商
工
観
光
課

　（
☎
内
線
１
４
６
３

　
FAX
０
９
４
８・
22・
６
０
６
２
）

※

閲
覧
場
所
に
備
付
け
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
専
用
意
見
箱

　
に
入
れ
る
か
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

　
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
演・
講
座
等

福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

学
習
部
会 

市
民
公
開
講
座

　
３
月
16
日
土
10
時
〜
15
時

　
午
前：
市
役
所
本
庁
７
階
委
員
会
室

　
午
後：
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸

　「
歴
史
が
生
き
づ
く
飯
塚
市
の
景
観
」

　
遠
賀
川
に
守
ら
れ
た
飯
塚
市
の
歴

　
史
と
神
功
皇
后
の
伝
説
や
鎮
西
上
人

　
の
遺
徳
が
多
く
残
る
飯
塚
市
の
ま
ち

　
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
っ
た
後
、
炭

　
鉱
経
営
者
で
あ
っ
た
伊
藤
伝
右
衛
門

　
が
大
正
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に

　
か
け
て
本
邸
と
し
て
造
営
し
、
国
の

　
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た「
旧

　
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
」
の
視
察
を
行
い

　
ま
す
。
飯
塚
市
の
魅
力
に
触
れ
て
み

　
ま
せ
ん
か
。

　
無
料（
別
途
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
入

　
場
料
３
１
０
円
が
必
要
で
す
。
昼
食

　
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。）

　
都
市
計
画
課（
☎
内
線
１
５
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
５
８
２
７
）

古
文
書
講
座

　
古
文
書
を
読
ん
で
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

　
第
１
回 

３
月
10
日
日
初
級・
中
級

　
第
２
回 

３
月
17
日
日
中
級

　
第
３
回 

３
月
31
日
日
中
級

　
嘉
穂
地
方
の
古
文
書
①
〜
③

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

　
歴
史
資
料
館

　
各
40
人（
先
着
順
）

　
各
２
３
０
円

　
　 

歴
史
資
料
館

　（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
苦
手

　
意
識
の
あ
る
方

　
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
使
い
方
な
ど

※

令
和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
最
終

　
実
施
月
と
な
り
ま
す

　
各
回
20
人
程
度（
先
着
順
）

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※

お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
あ
り

　
　 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
０・３
５
３
７・６
１
７
４
）

　
担
当
課
　
業
務
改
善・Ｄ
Ｘ
推
進
課

飯
塚
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
演
会

　
３
月
21
日
木
13
時
半
〜
15
時

　
歴
史
資
料
館
研
修
室

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践

　
〜
博
物
館
資
料
の
効
果
的
な
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
〜

●
講
師
　
稲
垣 

実
さ
ん（
Ｔ
Ｒ
Ｃ-

Ａ 

　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表
取
締

　
役
社
長
）

　
20
人（
先
着
順
）

　
資
料
館
の
観
覧
料

　
氏
名・
住
所・
電
話
番
号・
年
齢
を
、

　
歴
史
資
料
館
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
歴
史
資
料
館

　（
☎
FAX
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集

●
受
験
資
格

①
１
９
９
４
年
４
月
２
日
〜
２
０
０

　
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
２
０
０
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下

　
同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
２

　
０
２
５
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

　
第
一
次
試
験
　
５
月
26
日
日

　
第
二
次
試
験
　
６
月
24
日
月
〜
７

　
月
５
日
金
の
う
ち
第
一
次
試
験
合

　
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　
３
月
25
日
月 （
受
信
有
効
）

※

受
験
案
内
を
確
認
し
、申
込
み
は
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
つ
い
て

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課
　

　（
☎
０
３・
３
５
８
１・
５
３
１
１

　（
内
線
２
３
３
２
））

　
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
　

　
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

　
修
係

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
０
０
３
１

　（
内
線
２
４
３
２
））

自
衛
官
等
採
用
試
験
案
内

【
予
備
自
衛
官
候
補
】

　
４
月
７
日
日
〜
14
日
日

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

　
４
月
11
日
木
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

　
４
月
20
日
土

　
福
岡
大
学
ま
た
は
福
岡
駐
屯
地

　
４
月
12
日
金
ま
で

　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

　
飯
塚
地
域
事
務
所

　（
☎
０
９
４
８・
22・
４
８
４
７
）

そ
の
他
情
報
コ
ー
ナ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
ご
案

内　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
た

　
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

　
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
、
掛
金

　
は
、
法
人
企
業
の
場
合
は
損
金
、

　
個
人
企
業
の
場
合
は
全
額
非
課
税

　
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や

　
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
外
部
積
立
型
な
の
で
管
理
も
簡
単

　
で
、
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

　
も
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ

　
ば
、
安
心・
確
実・
有
利
で
、
し

　
か
も
管
理
が
簡
単
な
退
職
金
制
度

　
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
事
業
本
部

　（
☎
０
３・
６
９
０
７・
１
２
３
４

　
　
FAX
０
３・
５
９
５
５・
８
２
１
１
）

※

詳
し
く
は
中
退
共
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・
救
済

　
石
綿
業
務
が
原
因
で
中
皮
腫
や
肺

　
が
ん
等
を
発
症
し
た
労
働
者
の

　
方
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
病
気
に
よ

　
り
亡
く
な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

　
の
方
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支

　
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

　
償
課

　（
☎
０
９
２・
４
１
１・
４
７
９
９
）

　
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
金
〜
７
日
木

　●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の

　
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

　
だ
さ
い
。
飯
塚
地
区
消
防
組
合
管

　
内
の
出
火
原
因
の
多
く
は
、「
た

　
き
火
、
ご
み
焼
き
等
」
で
す
。

●
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
の
転
倒
予

　
防
に
つ
い
て

　・
運
動
し
て
筋
肉
を
維
持

　・
食
事
で
栄
養
を
摂
取

　・
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
し
て
足

　
　
元
が
見
え
る
環
境

　・
床
に
物
を
置
か
な
い

　・
屋
内
で
は
踵
の
あ
る
ル
ー
ム

　
　
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
ま
し
ょ
う

　
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

　（
☎
０
９
４
８・
42・
０
６
５
５
）

男
女
共
同
参
画
推
進
補
助
事
業

Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
〜
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち・Ｄ
Ｖ
へ
の

気
づ
き
が
児
童
虐
待
を
防
ぐ
〜

　
３
月
24
日
日
13
時
半
〜
15
時

　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
な

　
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に

　
関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、Ｄ
Ｖ

　
と
児
童
虐
待
を
考
え
ま
す
。

●
講
師 

志
堅
原 

郁
子
さ
ん（
一
般 

　
社
団
法
人
ア
ウ
ェ
ア
副
代
表
）

●
託
児・
手
話
通
訳（
あ
り・
３
月
13

　
日
水
ま
で
に
要
申
込)

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
サ
ン
ク
ス
）

　（
☎
０
９
４
８・
22・
７
０
５
８

　
　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

　福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
講
習
会

〜
業
種
別
セ
ミ
ナ
ー「
建
設
」
〜

　　
３
月
19
日
火
10
時
〜
正
午

　
飯
塚
市
役
所
本
庁
５
階
北
会
議
室

　「
建
設
」
で
外
国
人
材
を
雇
用
し

　
た
い
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

　
10
人
程
度

●
講
習
会
形
式
　
対
面
式
、
13
時
よ

　
り
個
別
無
料
相
談
会
も
実
施
。

　
福
岡
県
外
国
人
材
受
入
企
業
相
談

　
窓
口

　（
☎
０
１
２
０・
86・
２
９
０
５

叞ؙkenshuu

　
　
　@

gyosei-fukuoka.or.jp

）

福
岡
県
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー

『
第
４
回
一
般
市
民
＆
専
門
職
向
け

研
修
会（
専
門
職
向
け
）』
の
ご
案
内

　
３
月
23
日
土
14
時
〜
16
時

　
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
４

　
階
　
王
朝・
大
和
の
間

　『
認
知
症
の
方
ご
本
人
、
ご
家
族
、

　
支
援
者
、
地
域
を
支
え
て
い
く
た

　
め
に
は
？
』

●
講
師
　
原 

舞
さ
ん（
中
間
市
保
健

　
福
祉
部
介
護
保
険
課
）・
木
藤
亮

　
太
さ
ん（
株
式
会
社
ホ
ー
ホ
ゥ
代

　
表
取
締
役
） 

　
対
面
１
０
０
人

　
オ
ン
ラ
イ
ン
５
０
０
人

　（
事
前
申
込
制・
先
着
順
）

　
３
月
16
日
土
ま
で

　
飯
塚
記
念
病
院
福
岡
県
認
知
症
医

　
療
セ
ン
タ
ー
　
担
当：
江
頭

　（
☎
０
９
４
８・
22・
２
３
１
６

　
　
FAX
０
９
４
８・
28・
８
１
０
９
）

時

時時 所所

期

期期

問

問

国税庁
HP

○飯塚市国民健康保険に加入の皆様へ
　令和6年12月2日から健康保険証が廃止されます。
マイナンバーカードを健康保険証として利用するための登録がまだの方は、マイナンバーカードを健康保険証として
登録してお使いください。
　登録方法は、①「マイナポータル」、②セブン銀行 ATM、③医療機関・薬局の受付から登録が可能です。
　また、飯塚市役所本庁1階の情報公開コーナーにて、マイナンバーカードの健康保険証利用登録のサポートを行っ
ています。サポートをご希望の方は、マイナンバーカードと数字4桁の暗証番号（パスワード）が必要です。
　なお、マイナンバーカードについての詳細を知りたい方は、マイナンバー総合フリーダイヤル0120-95-0178【平日
9：30～20：00、土日祝9：30～17：30（※健康保険証利用登録については音声ガイダンス5番）】へお問合せください。

～飯塚市国民健康保険からのお知らせ～

令和6年12月2日から健康保険証が廃止されます

●お問合せ　医療保険課　（☎内線1033～1035）

●お問合せ　情報管理課 （☎内線1674・1675）

1ｃｈ（KBC）と
ｄボタンを押してみよう!

テレビのチャンネルを
１ｃｈ（ＫＢＣ）に合わせる

❶
❷
❸

リモコンの「ｄボタン」を押す

「ｄボタン広報誌」を選び
「決定ボタン」を押す


